
七世紀および八世紀における河西通廊地帯の農耕地拡大について

五四三二一

七
世
紀
b
よ
び
八
世
紀
に

b
け
る

河
西
通
廊
地
帯
の
農
耕
地
拡
大
に
つ
い
て

前

正

名

田

は
し
が
き

七
世
紀
の
河
西
景
観
と
甘
州

八
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
農
耕
地
の
拡
大

天
宝
期
の
河
西
と
涼
州

む
す
び
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し

が
ザ
き

て

は

条
の
緑
地
帯
を
さ
し
、

と
こ
で
言
う
河
西
通
廊
地
帯
と
は
今
の
甘
粛
省
武
威
県
付
近
か
ら
南
山
山
脈
(
郡
連
山
山
脈
)
の
北
側
に
そ
っ
て
西
西
北
に
の
び
た
一

ほ
ぼ
敦
僅
県
付
近
に
ま
で
達
す
る
狭
長
な
帯
状
地
帯
で
あ
る
。
が
ん
ら
い
中
国
史
上
、
河
西
と
呼
ぶ
場
合
、
そ
れ

は
黄
河
の
西
方
地
域
と
い
う
意
味
で
諸
種
の
地
域
を
意
味
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
漢
説
南
北
朝
時
代
に
は
河
西
と
言
え
ば
ほ
と
ん
ど
本

論
で
述
べ
る
南
山
山
脈
北
側
、
帯
状
の
緑
地
帯
を
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
後
に
な
っ
て
陳
西
省
府
谷
県
や
霞
県
の
西
方
す
な
わ
ち
唐
宋
代

の
麟
州
府
州
以
西
地
域
を
さ
し
た
り
、
唐
代
の
霊
武
の
西
方
、
賀
蘭
山
山
脈
東
麓
黄
河
西
岸
地
域
を
さ
し
た
り
、
ま
た
漫
河
地
域
を
さ
す

場
合
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
唐
代
に
は
臨
右
地
方
を
漠
然
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
西
夏
時
代
に
つ
い
て
は
北
流
黄
河
西
方
の
西
夏
の
領
土
を
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漠
然
と
河
西
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
固
定
し
た
一
地
域
だ
け
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

七世紀および八世紀における河西通廊地帯の農耕地拡大について

し
か
し
、
前
漠
武
帝
が
聞
置
し
た
河
西
四
郡
の
地
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
前
記
武
威
県
付
近
か
ら
敦
埠
県
付
近
に
い
た
る
い
わ
ゆ
る
河
西

通
廊
地
帯
が
古
来
も
っ
と
も
一
般
的
に
称
さ
れ
て
き
た
「
河
西
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
前
漢
書
武
帝
本
紀
に
よ
れ
ば
、
元
狩
二
年
(
切
の

一
一
二
年
)
、

旬
奴
の
毘
邪
王
が
漢
に
来
降
し
た
の
で
漢
は
河
西
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
旬
奴
と
売
と
の
連
携
を
断
ち
切
る
こ
と
に

な
っ
た
地
域
で
あ
る
。
そ
し
て
元
狩
二
年
に
は
武
威
郡
と
酒
泉
郡
と
を
設
け
、
元
鼎
六
年
(
切
の
一
一
一
年
)
に
は
武
威
郡
酒
泉
郡
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
張
披
郡
、
敦
煙
郡
を
祈
置
し
、
有
名
な
武
威
、
張
披
、
酒
泉
、
敦
煙
の
河
西
四
郡
が
設
置
さ
れ
た
①
。

下
に
あ
っ
た
河
西
が
、
こ
う
し
て
紀
元
前
二
世
紀
末
に
漢
帝
国
の
経
営
下
に
入
り
、
西
北
辺
境
の
一
般
的
な
開
発
の
進
歩
と
と
も
に
河
西

そ
れ
ま
で
旬
奴
の
支
配

も
ま
た
徐
々
に
漢
人
の
移
住
と
農
墾
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
史
記
大
宛
伝
、
前
漢
書
本
紀
、
同
西
域
伝
、
伺
奴
伝

等
に
よ
り
漢
の
内
地
か
ら
甲
卒
が
発
せ
ら
れ
て
屯
成
し
た
こ
と
、
罪
人
や
貧
農
が
移
住
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
当
時
に
お
い

て
は
酒
泉
郡
が
中
心
に
な
っ
て
開
発
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。

後
漢
時
代
に
も
河
西
は
漢
人
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
か
ら
前
漢
武
帝
時
代
以
来
ひ
き
つ
づ
い
て
漢
人
の
経
営
が
行
わ
れ
た
が
、
識
を

経
て
晋
の
時
代
に
な
る
と
一
時
、
張
氏
政
権
が
成
立
し
、

や
が
て
い
わ
ゆ
る
五
胡
十
六
国
の
時
代
と
な
り
、
多
く
の
胡
族
が
河
西
の
各
泉

地
、
中
で
も
東
端
部
の
涼
州
(
武
威
郡
)
を
争
っ
て
「
諸
胡
の
窟
宅
」
の
観
を
一
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
五
世
紀
半
ば
頃
近
く
、
北

説
の
太
武
帝
が
西
進
し
て
河
西
討
伐
を
行
い
、
涼
州
の
姑
蹴
域
を
占
拠
し
て
い
た
担
渠
氏
を
攻
め
た
時
の
記
録
に
よ
る
と
、
涼
州
に
は
南

方
の
天
梯
山
か
ら
流
下
す
る
雪
融
け
水
と
、
各
地
に
湧
出
す
る
泉
水
と
に
よ
り
水
が
豊
富
で
、

ま
る
で
姑
蹴
城
は
水
に
囲
緯
さ
れ
た
「
水
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の
城
」
の
様
相
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
付
近
山
野
に
韮
や
翠
が
多
く
密
生
し
、
水
を
引
い
て
米
や
麦
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
水
草

は
豊
富
で
軍
馬
駐
留
に
便
で
あ
っ
た
と
い
う
@
。

説
書
巻
四
下
に
、
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初
世
祖
伐
河
西
也
、
李
順
等
成
言
、
姑
減
無
水
草
、
不
可
行
師
。
恭
宗
有
疑
色
。
及
車
駕
至
姑
滅
、
乃
詔
、
恭
宗
日
姑
減
城
東
西
門
外
流
泉
合
於
城
北
、

其
大
如
河
自
余
溝
渠
流
入
沢
中
。
其
間
乃
無
燥
地
司
沢
草
茂
生
可
供
大
軍
数
年
。
人
之
多
言
亦
可
悪
也
。

と
出
て
い
る
。
五
世
紀
の
涼
州
関
係
史
料
中
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
唐
代
以
後
と
異
り
き
わ
め
て
河
西
に
水
量
豊
富
で
あ
っ

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

一
体
四

l
五
世
紀
頃
か
ら
急
に
中
国
の
西
北
辺
境
地
域
は
乾
燥
化
が
進
み
、
泉
水
量
は
減
り
、
黄
河
水
量
も
減

一
般
的
に
河
西
は
乾
燥
化
に
向
い
、
北
説
以
後
特
に
漢
人
の
経
営
を
受
け
ず
、
し
た
が
っ
て
農

墾
は
す
す
め
ら
れ
て
い
な
い
。
僅
か
に
占
拠
す
る
遊
牧
民
が
畜
牧
す
る
の
が
主
体
で
あ
っ
て
、
可
耕
地
が
広
く
存
す
る
ま
ま
陪
代
に
入

じ
、
沙
漠
の
波
は
南
に
拡
大
し
て
く
る
。

る
。
し
か
し
本
格
的
に
河
西
が
開
発
さ
れ
た
の
は
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
庸
長
安
元
年
以
降
、
天
宝
期
ま
で
の
聞
で
あ
る
。

二
、
七
世
紀
の
河
西
景
観
と
甘
州

惰
の
大
業
年
問
、
場
帝
の
積
極
策
に
よ
っ
て
吐
谷
揮
の
討
伐
が
行
わ
れ
、
青
海
湖
方
面
か
ら
河
西
、
タ
l
リ
ム
盆
地
東
部
方
面
に
か
け

て
交
易
活
動
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
吐
谷
揮
の
拠
点
を
一
掃
し
て
惰
朝
の
勢
威
が
西
北
方
に
急
に
伸
張
し
、
河
西
に
多
く
の
西
域
諸
国

を
招
致
し
て
盛
大
な
漢
蕃
交
易
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
業
五
年
(
六

O
九
年
)
、
吐
谷
揮
を
討
っ
た
後
、
都
善
、
且
末
、
西
、
海
、

河
源
の
四
郡
を
設
置
し
、
こ
こ
に
天
下
の
罪
人
を
配
し
て
成
卒
と
し
て
充
て
、
大
い
に
屯
田
を
開
い
た
こ
と
は
、
北
説
太
武
帝
以
来
、
二

世
紀
半
を
経
過
し
て
久
し
ぶ
り
に
漢
人
王
朝
側
の
経
営
が
河
西
に
始
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
障
害
巻
二
四
食
貨
志
に
、

於
是
置
河
源
郡
積
石
鎮
。
加
〈
炉
問
問
印
刷

r
v皆
r
r智一
fry伊
和
、
諮
天
下
罪
人
配
為
成
卒
。
が
問
問

f
r、
発
西
方
J

諸
郡
運
糧
以
給
之
。

と
見
え
、
同
書
巻
六
三
劉
権
伝
に
は
、

帝
復
令
権
過
受
頭
赤
水
、
即
且

r
r
r同倶
r即
時
』
人
向
同

r
r官
官

rず
。
在
辺
五
載
、
諸
売
懐
付
、
貢
賦
歳
入
。



と
見
え
て
い
る
。
河
源
郡
は
青
海
湖
南
方
の
憂
頭
山
麓
に
、
西
海
郡
は
青
、
海
、
湖
西
岸
地
域
に
、
都
善
郡
は
ロ
プ
湖
岸
に
、
旦
末
郡
は
シ
ェ

ル
シ
ェ
ン
の
地
に
比
定
さ
れ
る
か
ら
、
直
接
河
西
の
開
発
の
明
記
こ
そ
右
の
史
料
に
示
さ
れ
な
い
が
、
河
西
の
南
側
や
西
方
に
農
耕
地
が

七世紀および八世紀における河西通廊地帯の農耕地拡大についてr

聞
か
れ
て
い
っ
た
点
は
河
西
そ
の
も
の
に
も
当
然
農
耕
地
と
漢
人
集
落
と
が
増
加
し
て
い
っ
た
と
と
を
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
陪
書
巻
四
に
は
義
寧
二
年
(
六
一
八
年
)
陪
は
玉
門
、
柳
城
の
ほ
か
に
屯
田
を
一
時
的
な
が
ら
も
興
し
て
い
る
。
と
も
か
く
七
世
紀

初
頭
に
画
期
的
経
営
が
河
西
の
南
方
、
西
方
と
河
西
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
斐
矩
は
場
帝
の
意
図
を
体
し
て
し
き
り
に
諸
国
商
買
を

河
西
に
招
致
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
は
主
と
し
て
張
披
と
武
威
と
の
聞
を
往
来
し
て
漢
蕃
交
易
を
掌
っ
た
。
陪
書
裳
矩
伝
、
西
域
伝
、
食

貨
志
等
に
そ
の
き
ら
び
や
か
な
交
易
活
動
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
大
業
五
年
六
月
場
帝
自
ら
燕
支
山
に
幸
し
た
際
に
は
西
蕃
二
十
七
国
が

道
左
に
謁
し
、
焚
香
歌
舞
し
て
の
盛
況
ぶ
り
は
驚
嘆
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
@

し
か
し
唐
の
貞
観
十
四
年
(
六
回

O
年
)
以
前
は
唐
も
西
域
経
営
に
積
極
的
で
な
く
、
河
西
経
営
も
ほ
と
ん
ど
進
捗
し
て
い
な
い
。
か
え

っ
て
伊
州
、
西
州
(
高
畠
)
方
面
の
経
営
の
た
め
に
拠
点
地
と
し
て
の
河
西
の
住
民
に
は
軍
糧
運
搬
等
の
負
担
が
重
く
課
さ
れ
、
州
県
は

荒
庇
し
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
旧
唐
書
巻
三
貞
観
十
六
年
春
正
月
、
同
巻
六
二
李
大
亮
伝
、
新
唐
書
巻
一

O
七
陳
子
昂
伝
な
ど
に
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
陪
代
の
戦
乱
に
よ
る
ほ
か
、
河
西
の
住
民
が
伊
州
西
州
等
遠
隔
地
へ
の
屯
成
に
対
す
る
運
糧
の
た
め
徴
発
さ
れ
て
、
こ

の
た
め
河
西
で
は
漢
人
集
落
の
発
展
は
見
ら
れ
ず
、
漢
人
戸
口
は
増
加
せ
ず
、

か
え
っ
て
減
少
し
、
河
西
各
地
の
農
耕
地
は
荒
れ
果
て
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
七
世
紀
中
期
に
お
い
て
も
依
然
、
州
県
荒
廃
し
て
い
た
こ
と
は
た
と
え
ば
旧
唐
書
巻
一
八
五
上
玉
方
翼
伝
に
、
氷
徽
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し
ば
し
ば
窟
賊
の
乗
ず
る
所
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
に
よ
っ
て
も
察
せ

.
ら
れ
る
。
唐
初
貞
観
年
聞
に
は
多
数
の
突
一
倣
諸
族
が
エ
ジ
ナ
河
筋
を
南
下
し
て
河
西
に
侵
入
し
、
七
世
紀
末
に
は
突
肱
の
ほ
か
、
吐
谷

揮
、
吐
蕃
、
回
幌
、
契
泌
等
諸
族
が
河
西
各
地
に
罷
腕
除
さ
れ
、
唐
に
よ
っ
て
鶴
康
州
府
が
多
く
設
け
ら
れ
漢
人
以
外
の
諸
民
族
が
雑
多
に

中
の
粛
州
を
記
し
て
「
時
に
州
城
荒
致
し
て
又
壕
聖
な
く
、
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混
住
し
て
住
民
構
成
は
従
前
よ
り
複
雑
と
な
っ
た
が
、
漢
人
か
ら
河
西
を
眺
め
る
と
「
土
曜
明
人
稀
」

「
州
県
粛
条
」
と
し
た
き
わ
め
て
開

発
の
進
め
ら
れ
て
い
な
い
荒
蕪
地
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
顕
慶
二
年
(
六
五
七
年
)
阿
史
那
賀
魯
の
叛
を
鎮
定
し
て
か
ら
急

に
イ
ン
ド
北
方
、

ペ
ル
シ
ア
方
面
に
雄
大
な
唐
の
西
域
経
営
が
開
始
さ
れ
る
が
、

そ
れ
で
も
七
世
紀
末
ま
で
河
西
の
住
民
は
亀
葱
そ
の
他

遠
西
の
地
へ
の
衣
糧
運
搬
等
の
役
に
徴
発
さ
れ
、
農
墾
の
進
展
は
到
底
望
め
な
か
っ
た
。

垂
扶
年
問
、
す
な
わ
ち
七
世
紀
末
、
陳
子
昂
の
上
疏
文
の
中
に
、
河
西
に
突
厭
等
諸
胡
が
不
隠
の
形
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
当
時
の
河
西
で
は
涼
州
は
農
業
が
大
し
て
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
甘
州
は
耕
地
広
大
で
食
料
の
貯
蓄
ー
も
あ
り
、
粛
州
以
西
の

河
西
各
地
が
皆
甘
州
か
ら
の
補
給
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
甘
州
は
可
耕
地
が
広
い
が
人
力
欠
乏
し
て
い
る
た
め
に
未
開
地
域
が
多
い
と
と

な
ど
述
べ
た
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
七
世
紀
末
の
河
西
の
開
発
状
況
を
伝
え
た
ま
こ
と
に
貴
重
な
史
料
で
旧
唐
書
巻
一
九

O
、
全
唐
文
巻
二

一
一
に
も
載
す
る
が
、
今
新
唐
書
の
陳
子
昂
伝
に
よ
り
重
要
部
分
だ
け
左
に
摘
記
す
る
。

又
謂
、
河
西
諸
州
軍
輿
以
来
、
公
私
儲
蓄
、
危
可
差
痛
。
涼
州
歳
倉
六
万
斜
、
屯
田
所
収
不
能
償
墾
。
陛
下
欲
制
河
西
定
乱
戎
、
此
州
室
虚
未
可
動

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

也
。
甘
州
所
積
四
十
万
斜
。
観
其
山
川
誠
河
西
喉
咽
地
。
北
当
九
姓
、
南
一
通
吐
蕃
、
姦
回
不
測
伺
我
辺
健
。
故
甘
州
地
広
莱
多
。
左
右
受
敵
。
但
戸
止
一

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

三
千
、
勝
兵
者
少
、
屯
田
広
夷
倉
度
豊
街
。
瓜
粛
以
西
皆
仰
其
償
、
一
旬
不
往
土
巳
栂
飢
、
定
河
西
之
命
係
子
甘
州
会
。
且
其
四
十
余
屯
、
水
泉
良

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

沃
、
不
待
天
時
。
歳
取
-
一
十
万
斜
。
但
ト
ハ
・
万
寡
芝
宋
京
墾
発
。

涼
州
の
歳
収
六
万
倒
に
対
し
、
甘
州
に
は
四

O
余
屯
あ
っ
て
歳
収
二

O
万
倒
を
得
た
と
い
う
。
そ
し
て
粛
州
以
西
河
西
各
地
が
甘
州
か

ら
食
を
受
け
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
山
丹
河
流
域
大
黄
山
麓
か
ら
西
方
、
洪
水
河
上
流
の
多
く
の
支
流
の
な
だ
ら
か
な
平
原
に
河
西
で
最

大
の
農
業
生
産
力
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
七
世
紀
初
頭
、
喪
矩
の
活
動
に
よ
り
張
披
中
心
に
き
ら
び
や
か
な
西
域
諸
国
と
陪
と
の
交

易
が
行
わ
れ
た
が
、
七
世
紀
に
は
河
西
に
お
け
る
農
耕
景
観
も
交
易
景
観
も
張
披
(
甘
州
)
中
心
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
甘
州
に
人
力
さ
え
充
分
あ
れ
ば
未
開
発
地
域
が
さ
ら
に
開
発
さ
れ
、
農
耕
地
を
拡
大
し
得
る
と
い
う
陳
子
昂
の
上
疏
内
容
は
早
急



に
は
実
現
さ
れ
ず
、
八
世
紀
に
入
る
。
ま
こ
と
に
七
世
紀
の
河
西
は
、
漢
人
に
と
っ
て
は
諸
記
録
が
伝
え
る
よ
う
に
「
州
県
粛
条
」

「士

蹟
人
稀
」
の
景
観
で
あ
っ
た
。

七世紀および八世紀における河西通廊地帯の農耕地拡大について

、
八
世
紀
前
半
期
に
お
り
る
農
耕
地
の
拡
大

唐
の
長
安
元
年
(
七

O
一
年
)
以
降
、
急
に
河
西
特
に
そ
の
東
端
部
の
諒
州
に
お
い
て
め
ざ
ま
し
い
農
墾
が
進
め
ら
れ
た
。
長
安
元
年

郭
元
振
が
涼
州
都
督
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
涼
州
の
封
界
は
南
北
四

O
O余
里
に
す
ぎ
ず
、
絶
え
ず
吐
蕃
と
突
厭
と
の
侵
入
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
が
、
彼
が
涼
州
に
着
任
し
て
か
ら
は
州
境
は
一
五

O
O里
に
も
拡
大
さ
れ
、
南
境
の
挟
口
に
和
戎
城
を
、
北
界
の
積
中
に
由
一
号
軍

を
置
い
て
吐
蕃
と
突
厭
と
を
防
止
し
、
農
耕
地
を
守
備
し
た
。
郭
元
振
は
部
下
の
甘
州
刺
史
李
漢
通
に
も
命
じ
て
、
屯
回
を
聞
置
せ
し

め
、
そ
の
水
陸
の
利
を
画
さ
し
め
た
と
い
う
。
甘
州
に
存
し
て
い
た
広
大
な
可
耕
地
が
李
漢
通
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
旧
唐
室
田

巻
九
七
郭
元
振
伝
に
は
、

元
振
始
於
南
境
破
口
置
和
戎
城
。
北
界
穣
中
置
白
亭
軍
控
其
要
路

o
y
r
r
rヂ
rrv-。
自
是
窓
虜
不
復
吏
至
城
下
。
元
一
間
引
〈
ザ
甘
州
刺

r
p
p
r

関
置
屯
田
、
尽
其
水
陸
之
抑
制
。
旧
涼
州
莱
麦
斜
至
数
千
、
及
漢
通
収
率
之
後
、
数
年
農
稔
、
庁
至
一
匹
絹
粂
数
十
斜
、
積
軍
糧
支
数
十
日
十
。

と
見
え
て
い
る
。
郭
元
振
と
李
漢
通
の
農
耕
奨
励
に
よ
っ
て
涼
州
の
生
産
量
増
大
し
一
匹
の
絹
で
数
十
斜
の
粟
が
買
え
る
ほ
ど
に
な
り
、

軍
糧
に
積
ん
で
は
数
十
年
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

新
唐
書
巻
一
こ
こ
に
も
対
応
記
事
が
記
載
さ
れ
て
従
来
の
諒
州
の
輪
広
四

O
O星
か
ら
州
境
拡
大
し
た
事
実
を
伝
え
て
い
る
@
。

南
境

165 

の
挟
口
仁
置
い
た
和
戎
城
と
い
う
の
は
今
の
古
浪
県
南
方
に
当
り
、
当
時
の
涼
州
昌
松
県
決
源
谷
で
あ
ろ
う
。
峡
谷
が
急
に
聞
け
て
広
い

平
原
に
出
る
位
置
に
当
り
、
渓
流
も
急
に
緩
や
か
に
な
り
ひ
ろ
び
ろ
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
南
方
か
ら
荘
浪
河
谷
を
た
ど
り
鳥
鞘
嶺
を
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こ
え
て
北
行
し
て
こ
こ
ま
で
来
る
と
自
然
景
観
は
一
変
し
て
一
面
、
平
坦
な
原
野
田
地
が
涼
州
城
付
近
の
扇
状
地
に
連
っ
て
い
る
。
天
梯

山
下
に
広
く
展
開
し
て
い
る
涼
州
複
合
扇
状
地
の
東
南
端
部
に
当
る
渓
口
と
考
え
ら
れ
る
。
北
方
の
積
中
に
置
い
た
白
亭
軍
と
は
白
亭
河

筋
に
置
か
れ
そ
の
位
置
は
新
唐
書
の
地
理
志
に
よ
る
と
涼
州
城
西
北
五

O
O皇
の
地
点
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
が
、

正
し
く
は
東
北
方
に
当

る
。
突
阪
の
侵
入
に
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
吐
蕃
と
突
厩
と
の
侵
入
を
防
ぎ
、
夫
梯
山
下
に
開
発
さ
れ
て
い
く
涼
州
の
農
耕

地
を
守
備
し
た
の
で
あ
っ
た
。

八
世
紀
初
頭
の
河
西
の
農
耕
生
産
力
の
向
上
に
唐
朝
も
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
谷
文
書
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
竜
谷
大
学
所

蔵
の
整
理
番
号
二
八
三
五
号
文
書
に
、
甘
涼
瓜
粛
所
居
停
沙
州
逃
戸
文
書
が
あ
る
。
末
尾
に
長
安
三
年
三
月
十
六
日
と
明
記
し
て
あ
る

が
、
大
谷
文
書
中
の
最
長
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
献
に
よ
る
と
当
時
、
沙
州
の
農
民
が
甘
・
涼
・
瓜
・
粛
等
の
河
西
の
各
州
に
逃
亡
し

て
い
た
こ
と
、
官
が
熱
心
に
こ
れ
ら
逃
戸
を
沙
州
に
帰
還
せ
し
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
長
安
元
年
に
は
天
山
山
脈

北
側
に
唐
の
支
配
が
伸
張
し
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
翌
長
安
二
年
に
北
庭
都
護
府
が
庭
州
に
設
置
さ
れ
る
か
ら
天
山
方
面
に
広
大
な
唐
の

領
県
が
展
け
て
い
く
時
に
当
っ
て
い
た
。

開
元
期
に
入
っ
て
も
ほ
ぼ
八
世
紀
初
頭
に
展
開
さ
れ
た
農
耕
景
観
は
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
開
元
中
期
に
河
西

を
中
心
に
激
し
い
唐
と
吐
蕃
と
の
争
い
が
く
り
か
え
き
れ
、
開
元
十
四
・
五
・
六
年
に
は
河
西
西
部
が
主
戦
場
と
な
っ
た
た
め
、
瓜
州
な

ど
河
西
の
西
部
地
域
が
濯
瓶
設
備
を
破
壊
さ
れ
て
農
耕
地
は
相
当
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
主
と
し
て
玉
門
以
西
で
は
吐
蕃
と
唐
の
死
闘
が

行
わ
れ
て
い
る
理
由
は
⑤
、
甘
州
や
涼
州
に
は
吐
蕃
が
侵
入
し
て
戦
う
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
農
耕
生
産
力
が
高
く
、
漢
人
集
落
の
発

達
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
開
元
四
年
(
七
一
六
年
)
郭
知
運
が
河
西
を
経
営
し
始
め
、
開
元
九
年
没
す
る
と
彼
の
部
下
で
あ

っ
た
王
君
桑
が
代
っ
て
河
西
節
度
使
と
な
り
、
開
元
十
五
年
四
鵠
と
の
戦
い
に
没
す
る
ま
で
河
西
は
王
君
語
、
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
す
な



わ
ち
開
元
四
年
か
ら
十
五
年
ま
で
河
西
は
郭
知
運
と
王
君
桑
に
よ
り
治
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
二
人
と
も
政
治
に
熱
心
で
あ
り
、
河
西
の
農

耕
景
観
は
長
安
当
時
よ
り
衰
退
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

七世紀および八世紀における河西通廊地帯の農耕地拡大について

開
元
期
の
河
西
の
農
業
生
産
力
の
向
上
を
示
し
て
い
る
も
の
に
大
唐
六
典
尚
書
工
部
屯
田
郎
中
員
外
郎
の
条
に
見
え
る
河
西
各
地
の
屯

数
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
@
。

こ
れ
を
示
す
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

赤
水

三
六
屯
、
甘
州
十
九
屯
、
大
斗
十
六
屯
、
建
康
十
五
屯
、
粛
州
七
屯
、
玉
門
五
屯
、
安
西
二
十
屯

赤
水
と
は
涼
州
域
内
に
あ
っ
た
赤
水
軍
を
、
大
斗
は
涼
州
城
西
方
の
大
斗
抜
谷
、

つ
ま
り
古
来
の
赤
泉
を
、
建
康
と
は
今
の
高
台
県
付

近
に
位
置
し
て
い
た
建
康
寧
を
、
安
西
と
は
瓜
州
付
近
の
地
を
さ
し
て
い
る
。
通
典
巻
二
食
貨
二
屯
田
の
条
に
あ
る
開
元
二
十
五
年
令
に

よ
る
と
一
屯
は
五

O
頃
で
あ
っ
た
。
当
時
の
一
頃
と
は
大
体
わ
が
国
の
五
町
五
反
余
で
あ
る
か
ら
涼
州
域
内
の
赤
水
軍
の
屯
田
面
積
は
ほ

ぼ
わ
が
国
の
九
九

O
町
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
赤
水
、
大
斗
、
甘
州
の
屯
数
合
計
七
一
屯
と
な
り
、
河
西
全
土
の
屯
数
の
約
七
割
に
近

ぃ
。
と
れ
は
河
西
東
部
地
域
が
西
部
地
域
よ
り
も
農
耕
地
が
多
く
、
生
産
が
増
大
し
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い
る
。
反
対
に
甘
州
と
粛
州

と
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
建
康
軍
管
下
の
屯
田
、

お
よ
び
と
の
以
西
の
屯
数
を
合
計
し
て
み
て
も
、
河
西
全
土
の
屯
数
の
二

割
を
こ
え
ず
、
赤
水
の
屯
数
よ
り
少
い
。
唐
朝
の
経
営
下
に
農
墾
の
す
す
め
ら
れ
て
き
た
河
西
は
、

八
世
紀
前
半
期
に
い
よ
い
よ
そ
の
甘

州
涼
州
等
東
部
地
域
に
主
と
し
て
中
心
が
置
か
れ
、
乾
燥
度
の
高
い
西
部
地
域
と
は
生
産
力
に
大
き
い
差
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

特
に
涼
州
の
農
耕
景
観
は
み
ご
と
に
発
展
し
て
い
た
。
開
元
末
期
、
涼
州
城
の
周
辺
は
漢
人
に
よ
り
農
耕
地
が
拡
大
さ
れ
て
い
た
が
、

樹
柵
に
よ
り
外
側
の
吐
審
の
牧
地
と
境
界
し
て
い
た
。
ま
こ
と
に
き
わ
ど
い
国
境
風
景
で
は
あ
っ
た
が
、
新
唐
書
巻
一
二
六
上
吐
蕃
伝
に

は
「
故
時
彊
畔
皆
樹
壁
守
捉
」
と
記
し
、

旧
唐
書
巻
一
九
六
上
吐
蕃
伝
に
は
開
元
二
五
年
(
七
三
七
年
)

時
散
騎
常
侍
農
希
逸
為
河
西
節
度
使
於
涼
州
鎮
守
。
時
、
吐
蕃
輿
漢
樹
柵
為
界
置
守
捉
。

の
こ
と
で
あ
る
が
、
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と
述
べ
て
い
る
。
樹
柵
の
列
を
へ
だ
て
て
内
側
は
漢
人
の
農
耕
景
観
、
外
側
は
吐
蕃
に
よ
る
畜
牧
景
観
が
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
年
、
昼
希
逸
の
請
に
よ
り
樹
柵
を
撤
去
し
た
と
こ
ろ
吐
蕃
の
畜
牧
が
野
を
被
う
た
と
伝
え
た
同
条
の
記
事
で
理
解
さ
れ
る
。

と
も
か
く
、
八
世
紀
に
入
る
と
、
河
西
の
農
耕
生
産
の
中
心
地
は
七
世
紀
と
異
り
、
涼
州
に
移
っ
た
観
を
呈
し
て
き
た
。
そ
れ
は
天
宝

元
年
(
七
回
二
年
)
に
お
け
る
唐
の
河
西
節
度
使
管
下
の
軍
守
捉
の
配
備
状
況
を
検
討
し
て
み
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
節
を
あ
ら
た
め
て
論

刊
レ
ト
ず
つ
。

回
、
天
宝
期
の
河
西
と
涼
州

資
治
通
鑑
巻
二
一
五
天
宝
元
年
春
正
月
壬
子
の
条
に
河
西
節
度
使
管
下
の
軍
、
守
捉
の
配
備
状
況
を
伝
え
て
「
河
西
節
度
使
は
吐
蕃
と

突
販
と
を
断
隔
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
赤
水
、
大
斗
、
建
康
、
寧
冠
、

玉
門
、
墨
離
、
豆
慮
、
新
泉
の
八
軍
と
張
抜
、
交
城
、
白
亭
の
三

守
捉
と
を
管
し
、
涼
、
粛
、
瓜
、
沙
、
会
の
五
州
の
境
に
屯
し
涼
州
を
治
所
と
し
、
兵
は
七
万
三
千
人
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
元
の
前
三
省
が
こ
の
註
を
し
て
こ
の
八
軍
三
守
捉
の
位
置
と
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
数
と
を
示
し
て
い
る
@
o

新
唐
書
巻
四

O
地
理
志
涼
州

武
威
郡
中
都
督
府
の
条
と
元
和
郡
県
士
山
巻
四

O
と
を
参
照
し
な
が
ら
右
の
胡
三
省
の
註
を
検
討
す
る
と
、
大
体
示
さ
れ
た
軍
と
守
捉
の
位

置
が
見
当
つ
く
。

一
つ
一
つ
の
位
置
の
詳
細
な
考
証
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
大
体
の
結
論
を
述
べ
る
と
、

赤
水
軍

大斗中市十

建
康
寧

寧
冠
寧

玉
門
軍

涼
州
域
内
に
あ
り
、
鎮
兵
数
三
万
三
千
人
。
当
時
の
軍
の
最
大
な
も
の
。

涼
州
城
西
方
二
百
里
、
大
斗
抜
(
支
)
谷
(
古
名
赤
泉
)
に
あ
り
、
兵
七
千
五
百
人
。

甘
州
西
北
方
約
二
百
塁
、
今
の
高
山
口
県
付
近
に
あ
り
、
兵
五
千
三
百
人
。

エ
ジ
ナ
河
下
流
域
、
ほ
ぼ
垂
扶
時
代
の
同
城
の
位
置
。
兵
八
千
五
百
人
。

粛
州
西
方
二
百
旦
に
あ
り
、
兵
五
千
二
百
人
。
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墨
離
寧
瓜
州
西
北
方
千
里
の
位
置
、
墨
離
海
に
そ
っ
て
置
か
れ
た
。
兵
五
千
人
。

一
旦
慮
軍
沙
州
城
内
。
兵
四
千
三
百
人
。

新
泉
軍
会
州
西
北
二
百
里
乃
至
三
百
里
の
位
置
、
今
の
中
衛
県
西
南
方
。
兵
千
人
。

張
扱
守
捉
涼
州
城
南
方
二
百
里
、
兵
五
百
人
。

交
放
守
捉
涼
州
城
西
方
二
百
余
豆
、
兵
千
人
。

白
亭
守
捉
白
亭
河
流
域
で
涼
州
城
東
北
方
五
百
里
の
位
置
、
兵
千
七
百
人
。

守
捉
と
は
軍
よ
り
小
規
模
な
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
守
捉
よ
り
成
の
ほ
う
が
小
規
模
で
あ
っ
た
。
涼
州
域
の
周
囲
に
は
さ
ら
に
成
が
配

偏
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
新
唐
書
地
理
志
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
涼
州
城
東
南
二
百
皇
に
鳥
城
守
捉
が
あ
っ
た
。
同
害
地
理

志
の
姑
棋
の
条
に
は
姑
臓
県
北
方
百
八
十
星
に
明
威
成
が
、
西
北
方
百
六
十
呈
に
武
安
成
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
姑
踊
県
の
位
置
は

涼
州
城
の
あ
っ
た
位
置
で
あ
る
。
な
お
昌
松
県
の
条
に
は
畠
松
県
東
北
方
百
五
十
里
に
白
山
成
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
以
上
の
よ
う

に
検
討
し
て
み
る
と
、
涼
州
域
内
赤
水
箪
を
中
心
に
ほ
ぼ
半
径
一
五

O
里
か
ら
二

O
O里
の
聞
の
距
離
を
持
つ
円
形
を
画
い
て
、
明
威

成
、
武
安
成
、
交
城
守
捉
、
大
斗
軍
、
張
披
守
捉
、
鳥
城
守
捉
、
白
山
氏
が
取
巻
い
て
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
れ
は
涼
州
城
を

中
心
に
天
梯
山
下
の
山
麓
に
広
く
展
開
し
た
複
合
扇
状
地
を
守
備
し
よ
う
と
し
た
唐
の
態
度
を
明
ら
か
に
示
し
た
も
の
で
、

ま
と
と
に
み

ご
と
な
軍
、
守
捉
、
成
の
並
び
方
で
あ
る
。

し
か
も
さ
ら
に
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
白
亭
守
捉
は
白
亭
河
筋
に
そ
い
侵
入
す
る
突
販
を
防
い
だ
も
の
、
寧
冠
軍
、
建
康
軍
等
は
エ
ジ

ナ
河
筋
に
よ
っ
て
侵
入
す
る
突
厩
を
防
ぐ
も
の
、
大
斗
軍
は
吐
蕃
が
南
山
山
脈
の
河
谷
か
ら
北
進
し
て
来
る
の
を
制
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
図
に
位
置
を
示
し
て
み
る
と
そ
れ
は
瞭
然
と
す
る
。
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涼
州
の
昌
松
県
|
お
そ
ら
く
当
時
の
烏
城
守
捉
が
置
か
れ
た
i
今
の
古
浪
県
は
天
梯
山
麓
北
側
の
扇
状
地
の
中
で
最
東
端
に
当
り
、
大
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の異捉農故 、でで

実地
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明
威
成
、
武
安
成
、
白
山
成
の
三
成
の
鎮
兵
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
張
披
、
交
城
、

烏
城
の
三
守
捉
鎮
兵
数
は
合
計
約
八
、

0
0
0人
の
故
、
三
成
を
少
く
見
積
っ
て
も

こ
の
三
守
捉
と
合
し
て
約
一

O
、
0
0
0人
と
は
な
ろ
う
。
す
る
と
赤
水
軍
は
三
三
、

0
0
0人
、
白
亭
守
捉
一
、
七

O
O人
、
大
斗
軍
七
、

五
O
O人
で
総
計
す
る
と
約

五
二
、

五
O
O人
と
な
り
、
こ
れ
を
新
旧
両
唐
書
の
地
理
志
に
伝
え
ら
れ
る
涼
州
の

天
宝
元
年
の
口
数
一
一

O
、
二
八
一
に
比
較
す
る
と
、
鎮
兵
数
は
涼
州
人
口
の
約
半

数
に
当
る
こ
と
に
な
る
。
唐
は
す
ば
ら
し
い
重
兵
を
涼
州
城
中
心
に
開
発
さ
れ
た
農

耕
地
に
配
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
涼
州
城
は
典
型
的
な
軍
事
都
市
で
も
あ
り
、
域

袋
都
市
の
性
格
を
鮮
明
に
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

視
野
を
涼
州
か
ら
河
西
全
体
な
ら
び
に
河
西
の
西
方
に
転
じ
る
と
、
河
西
の
西
部

地
域
は
軍
、
守
捉
、
成
の
配
備
状
況
は
全
く
散
在
す
る
農
耕
地
を
局
部
的
に
守
備
す

る
形
と
な
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
涼
州
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
な
統
一

性
の
あ
る
配
置
が
さ
れ
て
い
な
い
。
甘
州
盆
地
は
エ
ヲ
ナ
河
筋
に
そ
い
南
侵
す
る
突

廠
入
冠
路
を
も
っ
と
も
重
点
的
に
防
備
し
た
態
度
が
注
目
さ
れ
る
が
、
粛
州
以
西
は

玉
門
付
近
、
瓜
州
付
近
、
抄
州
付
近
と
点
在
す
る
泉
地
や
緑
地
を
局
部
ご
と
に
守
備

し
て
い
る
。
こ
れ
は
河
西
西
部
の
乾
燥
度
は
東
部
よ
り
高
く
、
沙
漠
地
形
が
多
く
な

り
、
沙
漠
や
砂
疎
の
中
に
湧
出
す
る
オ
ア
シ
ス
や
湖
、
疏
勤
河
の
濯
慨
水
に
よ
っ
て
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の
み
農
業
経
営
が
可
能
で
、
緑
地
が
分
断
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
屯
数
も
少
い
こ
と
は
前
節
に
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
天

宝
元
年
の
軍
、
守
捉
、
成
の
配
備
は
河
西
西
部
に
つ
い
て
は
涼
州
の
場
合
と
明
瞭
に
異
っ
て
い
る
の
を
-
認
め
る
。

景
雲
二
年
(
七
一
一
年
)
、
河
西
節
度
使
が
創
設
さ
れ
、
節
度
使
の
起
源
を
為
し
、
こ
の
年
ま
た
河
西
は
河
西
道
と
し
て
臨
右
道
か
ら
独

立
し
た
。
そ
し
て
河
西
道
は
実
に
広
大
で
、
他
の
道
と
全
く
異
り
、

ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
や
タ
l
リ
ム
盆
地
縁
辺
の
オ
ア
シ
ス
国
家
、
天
山

山
脈
北
側
、
中
央
ア
ジ
ア
を
含
み
、
遠
く
波
新
都
督
府
ま
で
包
含
し
て
い
た
o

天
宝
時
代
に
は
西
域
貿
易
は
極
盛
期
に
達
し
、
河
西
は
シ

ル
ク
H

ロ
l
ド
東
端
部
と
し
て
漢
蕃
交
易
場
、
交
通
路
と
し
て
盛
況
を
呈
し
、
中
で
も
涼
州
は
西
域
文
化
を
長
安
に
仲
介
す
る
役
目
を
果

し
て
い
た
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
他
の
河
西
の
各
地
よ
り
も
涼
州
に
ペ
ル
シ
ア
、

イ
ン
ド
、
オ
ク
ソ
ス
河
上
流
域
、
当
時
の
亀
蕊
、
高
畠

等
か
ら
多
く
の
商
買
、
僧
、
使
節
等
が
来
、
音
楽
、
舞
人
、
楽
器
、
仏
教
、
珍
宝
類
そ
の
他
西
方
伝
来
の
諸
種
の
文
化
が
集
中
し
て
い

た
@
。
と
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

八
世
紀
前
半
期
に
は
河
西
の
「
地
域
の
核
」
と
も
称
す
べ
き
地
は
い
よ
い
よ
涼
州
と
断
定
し
て
よ
い
。
こ

れ
も
天
宝
十
四
年
(
七
五
五
年
)
安
禄
山
の
乱
が
起
る
と
と
も
に
、
間
も
な
く
唐
の
経
営
下
か
ら
離
れ
、
吐
審
の
手
中
に
没
し
て
し
ま
う
。

玉
、
む

す

び

八
世
紀
半
ば
過
ぎ
に
安
禄
山
の
乱
が
お
と
り
、
唐
は
と
の
賊
を
防
ぐ
た
め
、
西
方
に
配
置
し
て
い
た
軍
隊
を
長
安
の
東
北
方
に
配
備
し

た
。
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
本
拠
の
あ
っ
た
吐
蕃
は
、
と
の
た
め
急
に
東
北
方
に
侵
出
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
時
は
都
の
長
安
を
占
拠
し
た
と

と
さ
え
あ
る
が
、
六
盤
山
脈
の
麓
一
帯
か
ら
西
方
、

天
山
山
脈
に
ま
で
吐
蕃
の
支
配
が
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
河
西
は
彼
等
の
掌
中
に
設
し

て
し
ま
っ
た
。
広
徳
二
年
(
七
六
四
年
)
に
涼
州
が
陥
り
、
永
泰
二
年
(
七
六
六
年
)
に
甘
州
が
陥
落
し
、

つ
い
で
大
暦
元
年
(
七
六
六
年
、

永
泰
二
年
と
同
年
)
に
粛
州
が
投
し
、
瓜
州
は
大
暦
十
一
年
(
七
七
六
年
)
、
抄
州
は
貞
元
三
年
(
七
八
七
年
)
に
没
し
た
@
。

河
西
は
東



方
か
ら
漸
次
、
西
方
に
向
っ
て
吐
蕃
寧
の
席
捲
を
蒙
っ
て
い
る
。
吐
蕃
は
唐
の
県
、
郷
、
里
の
組
織
を
廃
止
し
、
河
西
に
千
戸
、
万
戸
の

組
織
を
作
り
、
新
た
に
「
部
落
」
の
組
織
を
行
い
、
本
国
か
ら
節
児
等
の
諸
官
を
派
遣
し
て
治
め
た
が
、
河
西
各
地
の
漢
人
の
集
団
は
唐
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支
配
時
代
と
ほ
ぼ
同
様
な
風
俗
慣
習
を
維
持
し
、
周
囲
を
異
民
族
に
包
囲
さ
れ
て
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
孤
立
し
て
自
治
組
織
を
も
っ
集

団
生
活
を
行
っ
た
。
そ
し
て
異
常
に
強
く
伝
統
的
農
耕
生
活
を
持
続
し
て
い
る
。

五
代
会
要
巻
三
十
吐
蕃
伝
に
は
、

。
。
。
。

開
成
之
際
、
朝
廷
遺
使
還
蕃
。
過
涼
粛
瓜
沙
、
城
邑
如
故
。

と
述
べ
て
、
開
成
年
間
(
開
成
元
年
は
八
三
六
年
)
に
涼
州
そ
の
他
各
地
の
「
域
邑
」
が
も
と
ど
お
り
で
あ
っ
た
と
伝
え
、
州
域
景
観
に

大
き
い
変
化
が
お
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
察
せ
し
め
る
。
同
書
は
さ
ら
に
こ
れ
ら
漢
人
は
言
語
が
や
や
変
化
し
て
い
る
が
衣
服
は
改

っ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
宋
初
、
成
平
元
年
(
九
九
八
年
)
十
一
月
、
涼
州
l
当
時
の
西
涼
府
ー
か
ら
宋
廷
に
達
し
た
折
遁
遊
竜
鉢
の

報
告
を
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
宋
刊
本
続
資
治
通
鑑
長
編
撮
要
に
よ
っ
て
み
る
と
、

。
。
。
。
。
0

0

0

0

0

0

0

0

0

旧
領
が
減
神
烏
番
禾
昌
松
嘉
麟
五
県
。
戸
二
万
五
千
六
百
九
十
一
二
、
口
十
二
万
八
千
一
百
九
十
ニ
。
今
但
有
漢
民
三
百
戸
、
城
周
囲
五
十
里
、
如
鳳
形

相。
吐
蕃
に
陥
没
し
た
後
の
史
料
が
少
い
た
め
こ
れ
は
貴
重
な
、
涼
州
付
近
の
漢
人
集
落
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。
右
に

よ
れ
ば
漢
人
三
百
戸
が
あ
っ
た
と
い
う
。
八
世
紀
前
半
期
よ
り
激
減
し
て
い
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。
し
か
し
、
河
西
そ
の
他
の
緑
地
に

お
い
て
も
農
耕
生
活
の
伝
統
は
維
持
さ
れ
て
い
る
(
詳
述
は
省
く
)
。

十
一
世
紀
前
半
期
に
河
西
は
西
夏
の
支
配
を
受
け
る
。
西
夏
時
代
に
入
る
と
、

吐
蕃
時
代
以
上
に
、
史
料
が
稀
少
に
な
り
、
涼
州
そ
の
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他
河
西
諸
地
の
農
耕
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
八
世
紀
半
ば
過
ぎ
以
降
西
夏
時
代
を
通
じ
、
漢
人
の
農
耕
地
は
開
元
天
宝
の



174 

唐
盛
期
よ
り
減
少
し
、
農
耕
景
観
に
衰
退
を
来
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
七
世
紀
お
よ
び
八
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
唐
朝
経
営
下
の
農
耕
景
観
の
展
開
は
、
河
西
史
上
再
び
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
み
ご
と
な
も
の
で
あ
っ
た
⑪
O

注
① 

本
論
で
は
河
西
四
郡
設
置
年
代
に
つ
き
詳
細
な
検
討
を
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
一
応
、
前
漢
書
武
帝
本
紀
に
よ
っ
て
述
べ
て
お
い
た
。

日
比
野
丈
夫
博
士
「
河
西
四
郡
の
成
立
に
つ
い
て
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
創
立
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
所
収
。

貌
書
巻
四
下
、
巻
七
上
、
巻
三
十
五
、
巻

]
}
O
、
斉
民
要
術
巻
五
、
十
六
回
春
秋
巻
五
七
、
巻
九
回
。

賢
治
通
鑑
巻
一
八
一
大
業
五
年
六
月
壬
子
。

新
唐
書
巻
二
三
郭
元
振
伝
。

旧
唐
書
巻
一

O
一
ニ
張
守
桂
伝
。

南
宋
本
大
唐
六
典
尚
書
工
部
屯
田
郎
中
員
外
郎
の
条
。

資
治
通
鑑
巻
一
二
五
天
宝
元
年
春
正
月
壬
子
の
条
に
対
す
る
胡
三
省
の
註
。

撒
培
・
許
鰭
「
支
那
辺
嘉
視
察
記
」

東
力
支
著
「
河
西
走
廊
」
旅
行
家
一
九
五
六
年
八
期
所
収
。

長
江
著
「
中
国
の
西
北
角
」

紙
幅
上
詳
細
に
ふ
れ
な
い
。

向
達
著
「
唐
代
長
安
与
西
域
文
明
」

建
中
二
年
(
七
八
一
年
)
に
沙
州
が
陥
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
の
説
が
む
し
ろ
従
来
多
く
言
わ
れ
て
き
た
年
代
で
あ
る
。

前
田
正
名
「
河
西
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
第
二
、
三
、
四
、
五
、
六
章
参
照
。

①①@@①①  ③ ① ⑪@  

(
昭
和
四

O
年
一
月
三

O
日
稿
了
)




